
、
県
内
で
た
く
ま
し
く
、
活
躍
し
た
近
松
秀
子
、
社
会
福
祉
行
政
を
に
な
っ
た
植
山

代
表
的
な
女
性
二

O
余
名
を
選
び
出
し
、
日
本
つ
る
、
い
っ
ぽ
う
「
抵
抗
を
つ
ら
ぬ
い
た
女
た

の
近
代
化
路
線
の
う
え
で
自
ら
主
体
的
に
新
し
ち
」
に
は
、
ひ
た
む
き
な
農
民
詩
人
・
中
野
鈴

い
時
代
の
創
出
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
子
、
辻
久
争
議
を
主
導
し
た
片
岡
コ
サ
ヲ
、
ま

、
懸
命
に
生
き
抜
い
た
女
性
の
赤
裸
々
な
姿
を
鮮
た
「
伝
統
を
継
い
だ
女
た
ち
」
に
、
大
陸
の
花

」

と

い

明

に

描

き

出

し

て

い

る

。

嫁

と

し

て

生

き

た

俳

人

・

井

筒

紀

久

枝

、

石

田

そ
こ
で
全
体
で
九
つ
の
主
題
を
設
定
す
る
が
、
縞
を
再
現
し
た
吉
川
道
江
を
掲
げ
、
最
後
に
「

ま
ず
「
近
代
繋
明
期
の
女
た
ち
」
で
は
、
歌
人
草
の
根
の
女
た
ち
」
と
し
て
、
関
東
艦
遭
難
者

の
山
川
登
美
子
、
羽
二
重
王
国
の
基
礎
を
築
い
を
救
助
し
た
か
糠
(
現
、
南
条
郡
河
野
村
)
の

)
た
細
井
順
子
、
女
子
教
育
の
灯
を
掲
げ
た
禿
す
女
た
ち
。
、
市
民
に
「
夢
」
を
贈
っ
た
か
だ
る

み
を
取
り
扱
い
、
「
新
し
い
機
業
に
生
き
た
女
ま
屋
少
女
歌
劇
。
、
産
小
屋
の
歴
史
の
な
か
の

た
ち
」
と
し
て
、
近
代
看
護
の
草
分
け
・
戸
村
万
白
木
(
現
・
敦
賀
市
)
の
女
た
ち
。
な
ど
女

よ
し
を
、
代
表
的
な
助
産
婦
・
納
村
千
代
を
選
性
グ
ル
ー
プ
の
か
つ
目
す
べ
き
動
向
を
、
生
き

ぴ
、
ま
た
「
新
し
い
女
た
ち
」
に
は
、
「
新
し
生
き
と
し
た
明
快
な
筆
致
で
描
い
て
い
る
。

き
村
」
の
武
者
小
路
房
子
、
主
婦
連
を
創
設
し
従
来
こ
れ
ら
の
女
性
の
一
部
を
紹
介
し
た
著

た
奥
む
め
お
、
女
流
作
家
の
真
杉
静
枝
、
つ
ぎ
作
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
主
題
別
の
ユ
ニ
ー

に
「
創
造
に
生
き
た
女
た
ち
」
で
は
、

H

新
し
ク
な
構
成
に
よ
る
女
性
史
と
銘
打
っ
た
も
の
が

い
も
の
4

を
考
案
し
た
大
塚
末
子
、
「
廓
の
子
」
な
か
っ
た
だ
け
に
大
い
に
着
目
し
た
い
と
こ
ろ

を
書
い
た
情
熱
の
作
家
・
加
藤
て
い
子
、
ま
た
で
あ
る
。
し
か
も
本
書
は
、
単
に
記
録
・
文
献

「
事
業
に
生
き
た
女
た
ち
」
と
し
て
、
平
岡
脳
に
基
づ
く
ば
か
り
で
な
く
、
自
ら
の
足
で
調
べ
、

病
院
を
開
設
し
た
冨
田
千
代
、
ざ
ん
新
な
経
営
自
分
の
耳
で
確
か
め
る
と
い
う
精
力
的
な
取
材

田
中
光
子
著

ふ
く
い
女
性
史

ー
近
代
福
井
の
光
と
陰
に
生
き
る

l

上

著
者
は
福
井
県
立
道
守
高
等
学
校
の
女
教
師

で
、
ま
た
「
日
本
海
作
家
」
の
同
人
と
し
て
も

意
欲
的
な
活
動
を
し
て
い
る
が
、
本
書
は
去
る

五
O
年
一
月
か
ら
翌
五
一
年
一
月
ま
で
、
福
井

35 

の
タ
ウ
ン
誌
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
に
連
載
さ
れ

た
も
の
を
一
本
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

上

書
評

ふ
く
い
女
性
史

夫

で
成
功
し
た
木
瀬
す
て
、
さ
ら
に
「
福
祉
に
生

き
た
女
た
ち
」
で
は
、
岡
保
母
子
寮
の
創
設
者
・

活
動
を
基
底
と
し
た
点
に
は
、

か
は
な
い
。

全
く
敬
服
の
ほ
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上

書
評

ふ
く
い
女
性
史

36 

本
書
に
「
序
文
」
を
寄
せ
た
岡
山
大
学
教

杉
原
丈
夫
氏
も
「
田
中
さ
ん
は
こ
の
研
究
上
の

常
道
を
忠
実
に
実
行
し
て
お
ら
れ
る
。
(
中
略
)

放
に
本
書
の
も
っ
と
も
価
値
あ
る
部
分
は
、
田

中
さ
ん
の
い
わ
ば
野
外
作
業
と
も
い
う
べ
き

法

に

よ

っ

て

収

集

さ

れ

た

資

料

で

あ

ろ

賞
揚
す
る
が
、
た
し
か
に
著
者
の
真
し
な

態
度
や
取
材
活
動
こ
そ
、
本
書
に
対
す
る
評
価

を
一
段
と
高
め
る
も
の
と
考
え
て
よ
い

付

記

の

年

表

も

福

井

の

女

性

史

を

理

解

え

で

、

は

な

は

だ

好

都

合

だ

と

い

え

る

(

フ

ェ

ニ

ッ

ク

ス

出

版

、

三

四

九

ペ

一
五

O
O
円

)

(

福

井

市

)
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